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旧
国
名
の
近
江
（
滋
賀
県
）
を
「
お
う
み
」、

大
和（
奈
良
県
）
を
「
や
ま
と
」
と
読
む
の
は
な
ぜ
？

N A Z O T O K I

02
　
謎
解
き
の
前
に
、ち
ょ
っ
と
問
題
を
。

次
の
旧
国
名
を
あ
な
た
は
正
し
く
読
め

ま
す
か
？

　
１ 

上
野	
２ 

下
野

　
３ 

下
総	
４ 
遠
江

　
５ 

但
馬	

６ 
伯
耆

　
７ 

美
作	

８ 

石
見

　
９ 

周
防	

10 

日
向

　
津
軽
4

4

海
峡
、
能
登

4

4

半
島
、
近
江

4

4

盆
地
な
ど
の
地
名
、
讃
岐

4

4

う
ど
ん
、
飛4

驒4

牛
な
ど
の
地
方
の
名
産
、
他
に

も
阿
波
4

4

踊
り
や
土
佐

4

4

犬
に
戦
艦
大
和

4

4

、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
と
言
え
ば
湘
南

4

4

の
海
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

が
、
湘
南
と
は
相
模
4

4

南
部
、
甲
州

4

4

ワ
イ
ン
の
甲
州
と
は
甲
斐
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
の
廃
藩
置
県
か
ら
１
世

紀
半
が
経
っ
た
が
、
旧
国
名
は
今
も
我
々
の
周
囲
の
様
々
な
場
面
で
生
き
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
旧
国
名
、
近
江
や
大
和
な
ら
多
く
の
人
は
難
な
く
読
め
る
だ
ろ
う
が
、
右
ペ
ー
ジ
の

例
題
の
上
野
や
美
作
を
、
は
た
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
正
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ

も
、
な
ぜ
上
野
を
「
こ
う
ず
け
」、
近
江
を
「
お
う
み
」、
大
和
を
「
や
ま
と
」
と
読
む
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、

漢
字
の
音
と
実
際
の
読
み
方
が
一
致
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
国
名
の
起
源
は
お
よ
そ
１
４
０
０
年
前
ま
で
遡
る
。
大
化
の
改
新
の
の
ち
、
朝
廷
か
ら
各
地
に

国
司
が
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
令
制
国
と
呼
ば
れ
る
行
政
区
分
が
整
っ
て
ゆ
く
が
、
初
期
の
国
名
は
、

自
然
な
ど
そ
の
地
域
の
特
徴
に
由
来
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
火
山
活
動
が
活
発
な
「
火
の
国
（
熊
本
県
）」、

森
林
が
広
が
る
「
木
の
国
（
和
歌
山
県
）」、
三
つ
の
川
が
あ
る
「
み
か
わ
（
愛
知
県
）」、
島
が
多
い
「
し
ま

（
三
重
県
）」、
泉
が
湧
き
出
る
「
い
ず
み
（
大
阪
府
）」、
沖
に
あ
る
島
の
「
お
き
（
島
根
県
）」
な
ど
で
あ
る
。

「
き
び
（
岡
山
県
）」
や
「
け
の
（
北
関
東
）」
は
そ
の
地
方
を
支
配
し
た
豪
族
の
名
が
由
来
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
奈
良
時
代
に
入
る
と
、
地
名
は
す
べ
て
縁
起
の
よ
い
漢
字
２
文
字
に
せ
よ
と
い
う
『
好
字
二

字
化
令
』
が
発
布
さ
れ
る
。
唐
の
制
度
を
真
似
た
法
令
だ
が
、「
火
の
国
」
は
「
肥
前
」
と
「
肥
後
」
に
二

分
さ
れ
、
２
文
字
に
す
る
た
め
に
、
本
来
は
漢
字
１
文
字
の
「
島
」
を
「
志
摩
」、「
沖
」
を
「
隠
岐
」、「
木

１ 

こ
う
ず
け
（
群
馬
）	

２ 

し
も
つ
け
（
栃
木
）

３ 

し
も
う
さ
（
千
葉
）	

４ 

と
お
と
う
み
（
静
岡
）

５ 

た
じ
ま
（
兵
庫
）	

６ 

ほ
う
き
（
鳥
取
）

７ 

み
ま
さ
か
（
岡
山
）	

８ 

い
わ
み
（
島
根
）

９ 

す
お
う
（
山
口
）	

10 

ひ
ゅ
う
が
（
宮
崎
）
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　「
白は

く
し
ゃ
せ
い
し
ょ
う

砂
青
松
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
白
い
砂
浜
と
青
々
と
し
た
松
林
が
続
く
日
本
特
有
の
美

し
い
海
岸
風
景
を
形
容
し
た
言
葉
で
あ
り
、
三
保
の
松
原
や
虹
ノ
松
原
な
ど
「
〇
〇
の
松
原
」
と
呼
ば
れ
る

景
勝
地
が
全
国
各
地
に
見
ら
れ
る
。
日
本
三
景
と
し
て
知
ら
れ
る
松
島
、
天
橋
立
、
厳
島
も
古
く
よ
り
和
歌

に
も
詠
ま
れ
た
白
砂
青
松
の
名
勝
だ
。
な
ぜ
、
日
本
の
海
岸
に
は
こ
れ
ほ
ど
松
林
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
？
　

松
は
、
古
く
よ
り
日
本
の
海
岸
に
自
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
各
地
に
広
く
見
ら
れ
る
松
林
の
多
く

は
自
然
林
で
は
な
く
、
防
砂
、
防
風
、
防
潮
な
ど
の
た
め
に
江
戸
時
代
以
降
に
植
林
さ
れ
た
人
工
林
で
あ
り
、

松
と
い
っ
て
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ク
ロ
マ
ツ
で
あ
る
。
ク
ロ
マ
ツ
は
、
耐
塩
性
に
優
れ
、
松
葉
は
細
い
た
め
、

風
に
逆
ら
わ
ず
、
風
の
力
を
弱
め
、
風
に
乗
っ
た
砂
を
地
面
に
落
と
す
働
き
が
大
き
い
。
ま
た
、
砂
浜
の
よ

う
に
保
水
性
や
栄
養
分
に
乏
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
普
通
の
樹
木
は
育
ち
に
く
い
が
、
ク
ロ
マ
ツ
は
地
下
水
位

ま
で
深
く
太
い
根
を
伸
ば
し
、
砂
地
で
も
よ
く
育
つ
。
潮
風
に
さ
ら
さ
れ
る
砂
浜
海
岸
に
植
栽
す
る
樹
木
と

し
て
ク
ロ
マ
ツ
は
最
適
な
の
だ
。
さ
ら
に
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
で
は
、

破
壊
さ
れ
た
松
林
が
多
か
っ
た
が
、
一
方
で
は
、
松
林
が
津
波
の
勢
い
を
軽
減
し
、
被
害
を
軽
く
し
た
地
区

も
あ
っ
た
。
今
、
ク
ロ
マ
ツ
の
海
岸
林
が
持
つ
津
波
に
対
す
る
減
災
機
能
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

　
懸
念
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
人
た
ち
は
、
集
落
や
田
畑
を
潮
風
や
飛
砂
か
ら
守
る
松
林
を
大

事
に
し
、
樹
木
の
下
刈
り
や
間
伐
、
下
地
の
除
草
や
松
葉
か
き
な
ど
を
怠
ら
な
か
っ
た
が
、
近
年
は
そ
の
よ

う
な
人
手
を
要
す
る
作
業
を
あ
ま
り
し
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、松
林
が
藪
化
し
て
し
ま
っ
た
り
、

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
が
増
え
た
り
し
、
各
地
の
白
砂
青
松
が
危
機
に
面
し
て
い
る
。
対
策
が
急
が
れ
る
。

世界遺産三保の松原（静岡市）

日本三景天橋立（京都府宮津市）

日本の海岸に松原が
多く見られる謎

N A Z O T O K I

31
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絆
創
膏

バ
ン
ド
エ
イ
ド
、
カ
ッ
ト
バ
ン
、
リ
バ
テ
ー
プ
、
サ
ビ
オ
、
キ
ズ
バ
ン
、

絆
創
膏
の
呼
び
名
が
各
地
で
違
う
の
は
な
ぜ
？

N A Z O T O K I

47
　
家
庭
の
救
急
箱
の
必
須
品
で
あ
り
、
女
性
が
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
入
れ
る
定
番
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
で
も
あ
る

の
が
絆
創
膏
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
絆
創
膏
、
一
般
名
称
で
あ
る
「
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
」
と
は
全
国
的
に
あ

ま
り
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
関
東
や
関
西
を
中
心
に
も
っ
と
も
多
く
の
人
が
使
っ
て
い
る
呼
び
名
は
「
バ
ン
ド

エ
イ
ド
」
だ
。
バ
ン
ド
エ
イ
ド
は
ア
メ
リ
カ
系
の
多
国
籍
企
業
で
あ
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
の
商
品
名
で
、
絆
創
膏
の
国
内
シ
ェ
ア
は
40
％
に
達
す
る
。
絆
創
膏
を
商
品
名
の
「
バ
ン
ド
エ
イ
ド
」
と

呼
ぶ
人
が
多
い
の
は
、
本
来
は
ニ
チ
バ
ン
の
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
の
商
品
名
で
あ
る
「
セ
ロ
テ
ー
プ
」
や
、
三

洋
電
機
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
登
録
商
標
で
あ
る
「
デ
ジ
カ
メ
」
と
い
う
呼
称
を
、
多
く
の
人
が
一
般
名
称

の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
絆
創
膏
を
そ
の
ま
ま
普
通
に
「
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
」
と
呼
ん
で
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
東
北
や
中
国
地
方
、

九
州
西
部
で
は
「
カ
ッ
ト
バ
ン
」、
一
部
地
域
を
除
く
九
州
と
奈
良
県
で
は
「
リ
バ
テ
ー
プ
」、
北
海
道
、
和

歌
山
県
、
広
島
県
で
は
「
サ
ビ
オ
」、
富
山
県
で
は
「
キ
ズ
バ
ン
」
と
、
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
呼
ば
れ
方

が
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
呼
称
も
や
は
り
商
品
名
だ
。「
カ
ッ
ト
バ
ン
」
は
佐
賀
県
に
本
社
が
あ
る
祐
徳
薬
品
の
商
品
で
、

も
ち
ろ
ん
地
元
で
の
シ
ェ
ア
は
最
大
だ
。「
リ
バ
テ
ー
プ
」
は
同
じ
九
州
の
熊
本
県
の
リ
バ
テ
ー
プ
製
薬
が

製
造
し
て
お
り
、
熊
本
を
中
心
と
す
る
九
州
で
広
く
販
売
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
県
で
も
リ
バ
テ
ー
プ
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
熊
本
の
リ
バ
テ
ー
プ
と
は
別
会
社
の
奈
良
県
内
の
共
立
薬
品
の
商
品
「
キ
ズ
リ
バ
テ
ー
プ
」

を
略
し
た
呼
称
だ
。「
サ
ビ
オ
」
は
も
と
も
と
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
セ
デ
ロ
ー
ス
社
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
日
本

で
は
ニ
チ
バ
ン
や
ラ
イ
オ
ン
が
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
ん
で
販
売
し
、北
海
道
で
シ
ェ
ア
１
位
に
な
る
な
ど
、

か
つ
て
は
全
国
的
に
も
か
な
り
売
れ
行
き
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
０
２
年
に
製
造
中
止
と
な
り
、
商
品

名
だ
け
が
一
般
名
称
と
し
て
残
っ
て
い
る
。「
キ
ズ
バ
ン
」
と
呼
ぶ
の
は
全
国
で
富
山
県
だ
け
だ
。
こ
の
商

品
の
製
造
元
の
ラ
イ
ト
は
富
山
県
内
の
企
業
で
は
な
い

が
、
富
山
県
内
の
ゴ
ル
フ
場
で
キ
ズ
バ
ン
を
販
売
し
た

こ
と
か
ら
富
山
県
に
そ
の
呼
び
名
が
広
ま
っ
た
。

　
こ
れ
ら
は
一
種
の
方
言
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
そ
れ
ら
が
自
分
の
住
む
地
方
だ
け
の
言
葉
で
、

実
は
他
地
方
で
は
誰
も
使
っ
て
い
な
い
言
葉
だ
と
知
ら

ず
、
共
通
語
だ
と
信
じ
切
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
前
項

の
模
造
紙
の
場
合
も
そ
う
だ
が
、
地
元
で
は
誰
も
気
付

か
ず
、
進
学
や
就
職
で
他
地
方
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
人
が
、初
め
て
方
言
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
と
い
う
。

日
本
は
狭
い
よ
う
で
広
い
。

絆創膏（ばんそうこう）

カットバン

バンドエイド

リバテープ

サビオ

キズバン

絆創膏の呼び方
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日
本
人

日
本
人
の
血
液
型
の
比
率
が
地
方
に
よ
り

異
な
る
の
は
な
ぜ
？

N A Z O T O K I

63
　
日
本
人
の
血
液
型
Ａ
・
Ｏ
・
Ｂ
・
AB
の
比
率
は
お
よ
そ
４
対
３
対
２
対
１
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
の
比

率
は
全
国
一
律
で
は
な
く
地
域
差
が
あ
る
。
Ａ
型
は
西
へ
行
く
ほ
ど
比
率
が
高
く
、
逆
に
Ｂ
型
は
西
日
本
よ

り
東
日
本
で
比
率
が
高
い
。
日
本
人
は
、
南
ア
ジ
ア
系
の
Ｏ
型
や
Ｂ
型
の
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
北
ア
ジ
ア
系

の
Ａ
型
の
新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
混
血
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
だ
が
、
実

は
彼
ら
が
日
本
へ
や
っ
て
来
た
経
路
に
こ
そ
、
血
液
型
比
率
に
地
域
差
が
生
じ
た
原
因
が
あ
る
。

　
日
本
列
島
に
最
初
に
や
っ
て
き
た
の
は
Ｏ
型
の
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
で
あ
る
。
彼
ら
は
ま
だ
日
本
列
島
が
大

陸
と
陸
続
き
だ
っ
た
３
～
４
万
年
前
頃
、
黒
潮
に
乗
り
、
あ
る
い
は
海
岸
沿
い
に
日
本
の
太
平
洋
岸
に
た
ど

り
着
い
た
。
Ｏ
型
は
現
在
で
も
太
平
洋
岸
の
地
方
で
比
率
が
高
い
。
そ
し
て
、原
因
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
北
上
し
た
別
の
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
血
液
型
が
突
然
変
異
に
よ
っ
て
Ｂ
型
に
な
る
と
い

う
現
象
が
生
じ
、
約
１
万
４
０
０
０
年
前
、
そ
の
Ｂ
型
の
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
が
、
北
か
ら
樺
太
を
経
由
し
て

日
本
列
島
に
や
っ
て
き
た
。
彼
ら
が
い
わ
ば
原
日
本
人
と
言
う
べ
き
人
た
ち
で
、
や
が
て
縄
文
文
化
を
創
成

し
、
縄
文
人
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
６
０
０
０
年
前
頃
に
な
る
と
、
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
は
異
な
る
身
体
的
特
徴
を
持
っ
た
Ａ
型
の
新
モ
ン
ゴ

ロ
イ
ド
が
中
国
北
部
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
北
九
州
に
上
陸
す
る
。
た
だ
、
縄
文
人
の
生
活
圏
は
東
日
本
が

中
心
で
あ
り
、
こ
の
と
き
は
ま
だ
先
住
の
縄
文
人
と
移
住
し
て
き
た
人
々
と
の
間
に
接
触
や
摩
擦
は
少
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
Ａ
型
の
新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
は
、
次
々
と
渡
来
し
、
Ｏ
型
・
Ｂ
型

の
縄
文
人
を
次
第
に
北
へ
追
い
や
り
、
混
血
を
進
め
、
居
住
範
囲
を
広
げ
、
弥
生
文
化
を
創
成
す
る
。
弥
生

人
で
あ
る
。
Ａ
型
は
西
日
本
で
は
圧
倒
的
に
分
布
率
が
高
い
が
、
東
日
本
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
の
は
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
日
本
人
の
ル
ー
ツ
つ
い
て
は
ま
だ
研
究
段
階
で
不
明
の
部
分
も
多
く
、
他
に
も

A型分布率38%以上
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B型分布率23%以上B
O型分布率31%以上OO

A・B・O 血液型の頻度分布
〈『血液型の話』（岩波新書）資料より作成〉

様
々
な
説
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
人
に
は
Ａ
型
の
人
は
几
帳
面
だ
と

か
、
Ｏ
型
は
大
雑
把
で
い
い
加
減
だ
と
か
、
血
液
型
で

性
格
を
判
断
し
た
り
、
血
液
型
占
い
や
血
液
型
相
性
診

断
に
一
喜
一
憂
し
た
り
す
る
人
が
多
い
。
そ
れ
ら
に
は

科
学
的
な
根
拠
は
ま
っ
た
く
な
く
、
そ
ん
な
こ
と
を
気

に
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
世
界
中
で
日
本
人
だ
け
だ
。

海
外
か
ら
は
、
日
本
人
の
奇
妙
な
風
習
と
不
思
議
に
思

わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
学
校
や
職
場
な
ど
で
、
血
液
型

に
よ
っ
て
性
格
を
決
め
つ
け
た
り
、
能
力
や
仕
事
ぶ
り

を
判
断
し
た
り
す
る
の
は
「
ブ
ラ
ッ
ド
タ
イ
プ
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
に
な
る
の
で
、
気
を
つ
け
よ
う
。


